
施策評価シート

章 4 にぎわいと魅力あふれるまち

大項目 03 魅力ある地域商店街づくり

施　策 02 魅力ある買物空間づくり

目的

  商店会が実施する施設整備事業、ＩＴ活用事業及びイベント事業等を支援することにより、人が集まり交流する、楽しい
買物の場として魅力ある商店街づくりを進めます。

対象・手段

 区内商店会が実施する商店街の施設整備・地域コミュニティ事業、ＩＴ活用事業、イベント事業について補助金を助成しま
す。
　（施設整備等の補助率：補助対象経費の２／３、補助限度額：２,０００万円）
　（イベント事業の補助率：補助対象経費の２／３、補助限度額：２００万円）

施策の方向

  商店街の施設整備等やイベントを支援することにより、魅力的な買物空間作りや、地域のコミュニテｲ・交流の場として
の商店街のにぎわいや潤いの創出を図ります。
　また、施設整備がまちづくりと一体となって推進されるよう他部門との連携を図っていきます。

基本計画（平成１0～１９年度）の目標達成状況
指標名 A 基準値 B 目標値 C 達成値 D　達成状況

小売業商店数（店）
（平成９年度）
５，１１２店

（平成１９年度）
－

４，３８９店
※平成１６年６月１日現在
の数字

基準値より７２３店舗
減（△14.14%の減）

指標名の定義：区内小売業数（商業統計調査）
※現時点での最新数値

成果指標
指標名 定義 目標水準

魅力ある商店街づくり支援事業実施効果
度

商店会に対するアンケートで、「効果が
あった」と回答を得た事業の割合

（ 毎 ） 年度に

（ 100% ） の水準達成

商店街にぎわい創出支援事業実施効果
度

商店会に対するアンケートで、「効果が
あった」と回答を得た事業の割合

（ 毎 ） 年度に

（ 100% ） の水準達成

商店街にぎわい創出支援事業
新規来街者獲得度

商店会に対するアンケートで、「新たに来
街者を獲得した」と回答を得た事業の割
合

（ 毎 ） 年度に

（ 100% ） の水準達成

施策の達成状況

単　位 平成１7年度 平成１8年度 平成１9年度 備　　考

施
策
成
果
指
標

目標値１① ％ 100.00 100.00 100.00

実績１② ％ 100.00 100.00 100.00

目標達成率１
％ 100.00 100.00 100.00

③＝②／①

目標値２④ ％ 100.00 100.00 100.00

実績２⑤ ％ 95.10 98.80 98.85

目標達成率２
％ 95.10 98.80 98.85

⑥＝⑤／④

目標値３⑦ ％ 100.00

実績３⑧ ％ 64.37

目標達成率３
％ 64.37

⑨＝⑧／⑦



所管部 地域文化部

主な取組み

○商店会が地域の特性を活かし、自主的に行う商店街の街路灯の設置・建替え、カラー舗装の改修工事、ＩＴシステムの新
設等の施設整備事業の支援
　平成１９年度実績：　９事業（街路灯建替・カラー舗装工事等）
○地域のコミュニティ交流、商店街の売り上げ向上を目的としたイベント事業の支援
　平成１９年度実績：　５５商店会８７事業

課題

　魅力ある買物空間の創出には、安全・安心な街づくりに向けての施設整備のハード部分と、コミュニティづくり・まちづくりと
いう視点でのソフト部分（イベント事業）の両面の支援が必要不可欠です。
　今後は、商店会による地域の特性・変化に対応した施設整備や、商店街の来街者増加や売上増加につながるイベントな
どが、より効果的な事業になるよう支援していく必要があります。

評価
総　　　　合　　　　評　　　　価

　総合評価をＢとした理由は、本施策を活用した商店会から事業効果が高いと評価を得られたことや、多額
の経費を要することが多く、商店会にとって大きな負担となっている施設整備事業やイベント事業等に対し
て、区が支援することで、商店街のハード・ソフトの両面の整備や商店街の活性化につながるものと評価で
きるからです。
①サービスの負担と担い手
　この施策におけるサービスは、商店会による集客力向上や地域との交流を深める事業、安心安全なまち
づくりにつながる事業等を区が支援することで、商店街の快適な買物空間づくりを図るという理由から、事業
の経費の一部が税負担により賄なわれるもので、商店会が事業の実施を担うものです。
②適切な目標設定
　目標設定は、各商店会が施策を効果的に活用することで、商店街のにぎわいや快適な街づくりにつなが
り、商店街の活性化を促すとの理由により、区民ニーズを踏まえたもので適切です。
③効果的・効率的な視点
　この施策は、事業を実施した商店会から高い評価を得ている点と、商店街の「魅力ある買物空間づくり」を
促進し、地域コミュニティづくりの強化等を図るために効果的に活用されていることから、費用対効果から見
て、効果的・効率的に行われていると言えます。
④目標の達成度
　この施策は、「魅力ある買物空間づくり」に向けた商店会の主体的な取組みに区が支援した結果、商店街
のもつ地域における社会的機能を高める効果があることから、区民ニーズに対して十分に応えることができ
たと考えます。

※
Ｂ

今後の取組み・改革の方針

　今後も、商店街ににぎわいや潤いが創出され、商店街が人が集まり交流する空間となるよう、「商店会サポー
ト事業」等とも連携し、支援していきます。
　また、この施策は新宿区総合計画の基本施策「Ⅵ－３－②誰もが、訪れたくなる活気と魅力あふれる商店街づ
くり」に引き継いで取組んでいきます。

施策を構成する計画事業
総合評価 頁 総合評価 頁

魅力ある商店街づくり支援 Ｂ 264

商店街にぎわい創出支援 Ｂ 266
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